
時
金
銭
も
み
な
さ
ん
の
正
機
な
同
一

出
に
基
く
も
の
で
な
け
れ
ば
決
一

し
て
正
し
い
人
口
と
は
云
え
な
一

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
一

法
律
で
は
住
所
が
変
っ
た
り
批
一

帯
主
が
絞
っ
た
り
し
た
場
合
に
一

は
必
ず
十
四
日
以
内
に
届
出
を
一

す
る
義
務
を
負
わ
せ
て
お
り
、
一

も
し
、
こ
の
期
間
内
に
届
出
を
一

な
る
と
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
一

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

日
成
一
札
は
住
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登
録
制
度
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次
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の
間
に
知
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土
一

一
り
、
し
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住
民
一
地
一
点
の
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一
相
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羽
加
し
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い
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関
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上
、
一

一
昭
和
一
一
一
十
六
銃
四
月
一
日
か
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一

一
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届
出
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間
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さ
れ
た
方
一

一
々
に
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し
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す
べ
て
簡
易
裁

一
判
所
へ
届
出
違
反
通
知
な
す
る
J

ケ
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と
に
な
り
ま
し
た
ら
み
な
さ

一
ん
の
凹
帯
に
お
か
れ
て
も
し
変

一
更
が
生
じ
た
場
合
は
必
ず
十
四

一
日
以
内
に
届
出
な
済
ま
せ
過
料

一
の
制
裁
な
ど
受
け
る
こ
と
の
な

一
い
よ
う
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う

一
な
お
、
届
出
は
決
し
て
む
つ
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一
し
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続
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あ
り
ま
せ
ん
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叩
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入
口
の
正
面
に
掲
げ
た
案
内
図

市
民
課
受
付
の
サ
ー
ビ
ス
ぶ
り

館、~，ごと;:>; ~，. 

市役所新庁舎が増築れ各課はそれぞれ下図のところへ移りました。はじめのうちは室

が変わったのでまごつかれる人もありましたが、市民課の受付でご相談に応じ、職員

全部が市民のみなさんの市役所職員としてサーピスにつとめていますので、お気がる

にど5ぞ市役所へお運び下さい。各学校の生徒のみなさん、部溶の婦人会の方々、老

人会の団体視察もかんげいし、ご案内する手はずがととのっていますのでど遠慮なく

、ご用事に、ご相殺にお立寄り下さい。

き
ま
っ
た
こ
と

報IA 
(沼和32年 6月 1日〕
第三種郵便物認可ノ(ー)

内

僕
ら
は
小
学
一
年
生
名
ま
え
の

洩
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か

四
月
か
ら
大
洲
市
で
お
よ
そ
九
一
二
四
名
(
昨
年
九
三
六
名
)

の
子
供
が
待
ち
に
待
っ
た
小
学
校
に
入
学
し
ま
す
。
市
の
教
育

委
員
会
で
は
昨
年
よ
り
住
民
議
録
中
門
帖
に
よ
っ
て
各
校
区
別
に

新
入
生
の
該
当
A
を
調
べ
て
名
簿
を
作
成
し
た
う
え
、
地
区
長

さ
ん
に
再
調
査
を
依
頼
い
た
し
ま
し
た
が
、
も
し
万
一
名
前
が

洩
れ
て
い
る
と
大
へ
ん
で
す
。
該
当
者
で
洩
れ
て
い
る
と
わ
か

っ
た
ら
、
す
ぐ
市
の
教
育
委
員
会
か
、
入
学
学
校
に
申
し
出
て

下
さ
い
ま
た
、
十
二
月
一
日
以
降
転
居
な
ど
し
た
人
も
す
ぐ
に

申
し
出
℃
下
さ
い
。
今
度
入
学
す
る
適
令
児
童
は
昭
和
二
十
九

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
一

す

。

帽

ぷ

農

地

事

務

連

絡

日

割

が

変

り

き

し

一

農
地
委
員
会
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
連
絡
事
務
を
十
三
月
十
一

二
日
か
ら
左
記
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
お
知
ら
せ
と
一

と
も
に
ど
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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菅
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午
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心
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ご
と
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談
所
だ
よ
り

左
記
の
よ
う
に
、
十
ケ
所
で
ど
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
心
配
ご
と
相
談
の
内
容
は
お
お

念
願
し
て
、
民
生
(
児
童
)
委
む
ね
次
の
と
お
り
で
す
。
一

口
員
を
中
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に
昨
年
春
か
ら
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配
例
、
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活
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療
費
、
就
職
一

ご
と
相
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所
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開
設
し
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ま
更
生
資
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、
里
子
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家
紋
一

す
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成
人
病
を
追
放
し
よ
う

無
料

日昭和 36年 2月

戚人病予防過程
月旧 ~2月 1
健療倍増の年

報広ずおお

す
す
む
学
校
建
築
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に
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検
診
を
行
う
こ
と
に
一
一
十
一
三
月
十
七
日
一
蔵
川
グ
一
蔵
川
、

産
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
活

E
一

一

一

一

一

M

一

一

し
て
い
る
重
要
な
人
々
で
あ
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と
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付
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一
、
毎
日
午
後
一
時
か
ら
午
後
一
二
時
ま
で
と
す
る

了
え
て
着
々
ヱ
事
進
捗
中
で
あ
一
大
い
に
貢
献
す
る
と
思
わ
れ
る
・
記

り
、
二
階
観
覧
席
を
含
め
る
と
一
粟
津
小
学
校
穴
洲
北
中
学
一
一
、
本
市
割
嘗
追
加
額

収
容
人
員
は
お
よ
そ
っ

0
0
一
校
の
特
別
教
室
、
体
育
舘
の
完
一
一

O
二
万
円

。
名
と
い
わ
れ
q

天
井
の
高
さ
一
成
は
そ
れ
ぞ
れ
三
月
末
完
成
の
一
二
、
国
債
額
面
に
対
す
る
貸
付

一

一

限

度

額

は

次

の

と

お

り

で

す

九
米
は
パ
レ

l
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
一
予
定
で
る
り
、
当
該
校
の
生
徒
-

一

『

二

万

八

千

円

券

に

対

し

な
ど
が
容
易
に
で
き
生
長
ざ
か
一
に
と
っ
て
新
し
い
年
度
へ
の
期
一
-

一

回

一

万

八

千

円

り
の
中
学
生
の
体
育
の
向
上
に
一
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

E
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二
万
円
券
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引

揚
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給

付
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求
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拝
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を
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九

千

円

切
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七

千

円

券

に
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し

引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
の
一
一
く
わ
し
く
は
市
社
会
課
、
ま
た
一
四
千
円

部
改
正
で
請
求
権
が
本
年
五
月
一
は
連
絡
所
へ
ど
照
会
下
さ
い
。
一
引
揚
者
一
国
債
賃
上
償
還
に
つ

十
六
日
ま
で
延
期
さ
れ
て
お
り
一
引
揚
者
国
庫
債
券
一
い
て
み
な
さ
ん
既
に
受
領
さ
れ

ま
す
が
、
乙
の
期
日
ー
ま
で
に
該
一
担
保
貸
付
に
つ
い
て
一
て
お
り
ま
す
国
債
の
買
上
償
還

当
者
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至
急
手
続
を
し
て
下
さ
一
み
な
さ
ん
が
既
に
受
給
さ
れ
て
一
追
加
割
当
額
の
決
定
通
知
が
あ

い
こ
の
期
日
ま
で
に
請
求
が
な
一
お
り
ま
す
国
庫
債
券
'
を
携
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一
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し
た
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ら
せ
い
た
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一
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追
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司
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お
、
本
一
件
は
左
記
事
項
一
、

;
t
i
u
T
U
e
f
-
-
K
一
か
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、
生
業
資
金
と
し
て
ど
し
一
一
一
、
一
二
の
何
れ
か
に
該
嘗
す
る

請

求

し
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一面一
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ま
ず
か
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閑
違
い
の
な
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買
上
償
還
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受
け
て
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
ら
れ
る
方
で
線
て
の
合
計
額

記

が

五

万

円

以

上

に

な

る

方

は

一
、
笛
該
債
券
の
記
名
者
が
次
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
っ

本
年
五
月
末
日
ま
で
の
国
債

大
洲
市
福
祉
事
務
所
長
が
買
上

償
還
を
必
要
と
す
る
旨
証
明
し
額
面
に
対
す
買
上
限
度
額
は

た

方

次

の

と
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で

す
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、
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活
保
護
法
の
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よ
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万
八
千
円
券
に
対
し

る
保
護
を
受
け
て
い
ら
れ
る
方
二

O
、
六
一
二
六
国

一
二
、
生
活
保
護
法
の
規
定
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よ
二
万
園
券
に
対
し

る
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が
一
四
、
七
四

O
園

生
活
保
護
を
要
す
る
状
態
に
一
万
五
千
園
券
に
対
し

陥
る
お
そ
れ
の
あ
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方
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O
五
五
圏

た
だ
し
、
今
ま
で
に
国
民
金
七
千
園
券
に
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し

融
公
庫
よ
り
の
借
入
金
あ
る
五
、
一
五
九
圃

未
届
の
方
は
今
す
ぐ
に
国
民
年
金
申
込
み

五
十
才
か
ら
五
十
五
才
未
満
の
方

国
民
年
金
は
、
恩
給
や
厚
生
-
す
。

年
金
保
険
等
の
保
障
を
受
け
な
一
老
令
年
金
は
六
十
五
才
か
ら
年

い
人
々
の
た
め
の
年
金
制
度
で
-
九
千
六
百
円
、
七
十
才
か
ら
一

す
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万
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千
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百

円

支

給

さ

れ

ま

す

四
月
一
日
に
五
十
才
を
こ
え
一
い
ま
六
十
五
才
か
ら
の
男
女

五
十
五
才
を
こ
え
な
い
人
々
は
一
の
平
均
余
命
は
約
十
三
年
と
い

希
望
に
よ
っ
て
岡
賢
年
金
に
加
一
わ
れ
ま
す
か
ら
平
均
七
十
八
才

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
ま
で
生
き
ら
れ
ま
す
と
保
険
料

そ
れ
も
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
一
は
十
年
間
に
一
万
八
千
円
余
り

申
出
な
い
と
加
入
す
る
こ
と
は
一
受
け
ら
れ
る
わ
け
に
な
り
ま
す

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
一
ま
た
、
定
め
ら
れ
た
要
件
を

今
す
ぐ
市
社
会
課
、
ま
た
は
一
満
し
て
お
れ
ば
老
令
年
金
以
外

寄
り
の
連
絡
所
へ
印
鑑
を
持
つ
一
の
障
害
年
金
(
年
二
万
四
千
円

て
申
出
て
下
さ
い
。
一
障
筈
の
重
い
場
合
は
年
三
一
万
円

自
入
い
た
し
ま
す
と
毎
月
百
一
一
)
母
子
年
金
戸
年
一
万
九
千
二

五
十
円
の
保
険
料
を
十
年
間
尚
一
一
百
円
子
供
の
数
に
よ
り
加
給
も

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
一
占
め
る
〉
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

二
年
分
、
五
年
分
ま
た
は
十
一
一
老
後
の
た
め
に
み
ん
な
国
民

年
升
全
部
と
ま
と
め
て
割
引
を
一
一
年
金
に
加
入
し
て
下
さ
い
。
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